
回収の対象となるもの
　①空き缶…アルミ缶とスチール缶に分別をしてお出しください。
　　　　　　　　　　　（混ざっていると回収されません）
　②ビール瓶（ 大・ 中・ 小） … 外国・地ビールの瓶は対象外です。
　③一升瓶… 昔ながらの茶色と緑色のみ回収します。
　　　※黒色や透明など上記以外の色の一升瓶は対象外です。

　　　  ※油瓶・ジュースの瓶は対象外です。

  ④新聞紙 しばっ てお出し く ださ い。…                              
段ボール紙  ⑤ … たたんだ状態でお出しください。

  ⑥雑誌…しばってお出しください。
　⑦その他の紙類…大きさが不揃いの場合は、紙袋または段ボール箱　
　　に入れてお出しください。

    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

前期終了・後期スタート　～積小為大～
                                                     校 長　　山崎　敏

　いよいよ今週金曜日１０月２日で前期が終わり、学級担任からは通知表が渡されます。

　１年生にとっては、初めての通知表になります。こどもたちが通知表を見ながら一喜一憂している姿が目に
浮かびます。

　通知表は、学校から御家庭へお子さんの学習状況や生活の様子をお伝えし、その後の学校生活への
御理解と御協力に役立てていただくために作成しています。

　お子さんのよさや努力は大いに褒め、もう少し努力したほうが望ましいと考えられるところは、お子さんがやる
気をもてるように、教職員は励ましております。ぜひ、御家庭でもお声掛けいただければ幸いです。

　ところで、今月の全校集会で、私からは全校児童に次のように講話しました。

   昔から学校の校庭の隅に、薪（まき）を背負いながら本を読んでいる男の子の像がよく見かけられました。
全国の学校で、今でもこの像は見られますが、見たことはありますか？ その人物が、江戸時代に実在した二
宮金次郎さんです。二宮金次郎は子どもの頃の名前で、大人になってからは二宮尊徳（にのみや そんとく）
と呼ばれた有名な人物です。今日は、その金次郎さんがどんな子ども時代を過ごしたのかをお話しします。

　金次郎さんが５歳のとき、大きな台風で近くの川があふれ、家の畑が流されてしまいました。お父さんとお母
さんは畑を元に戻そうと一生懸命働きましたが、無理がたたって金次郎さんが子どもの頃に亡くなってしまい
ます。１６歳で一人ぼっちになった金次郎さんは親戚の家に引き取られ、朝から晩まで一生懸命働きました。
昼間は畑仕事で忙しいため、勉強できるのは夜だけです。しかし親戚のおじさんから「勉強に使う灯油（油）が
もったいない」と叱られてしまいました。普通なら「もう勉強なんてできない」とあきらめてしまうかもしれません。で
すが、金次郎さんはあきらめませんでした。

　金次郎さんは、次の２つのことに一生懸命取り組みました。

　一つ目は、金次郎さんは、川の土手に捨てられていたアブラナの種を集めて育て、自分で灯油を作り、自
分なりに知恵をしぼりました。

　二つ目は、山へ薪をとりに行く行き帰りの時間を使って歩きながら本を読み、隙間時間を上手に使いました。

　そうやってコツコツ努力を続けた金次郎さんは、自分の家の畑を見事に復活させ、大人になってからは、
貧しさで困っていた６００以上の村をたて直し、多くの人々を飢えから救う大きな仕事を成し遂げました。

　金次郎さんの生い立ちから、みなさんに覚えておいてほしい言葉が 「積小為大（せきしょういだい）」です。
 「小さな努力の積み重ねが、やがて大きな成果になる」（スライド提示）

　「自分には無理だ」「時間がない」とあきらめるのではなく、今の自分にできる小さな努力を毎日続けること。
毎日５分の読書や、毎日の挨拶といった「小さな良いこと」の積み重ねが、将来みなさんの大きな力になりま
す。
　あと少しで前期は終わりますが、今日から何かひとつ「小さな目標」を決めて、コツコツ続けてみませんか。
これで校長先生からのお話を終わります。

　１０月５日から後期が始まります。これまで同様、保護者・地域の皆様の御理解と御協力をよろしくお願い
いたします。

 

行事予定１０月
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１０月
　１日（木）マラソン記録会～９日
　　　　　　水産教室（５年）　
　２日（金）４時間授業（１年）
　　　　　　５時間授業（２～４年）
　　　　　　前期通知表配付、全校集会
　　　　　　学習発表会会場設営 ･ 年( 5 6 ) 　　　　　
　６日（火）ＡＬＴ来校、音楽集会
　７日（水）５時間授業（１～４年）
　　　　　　６時間授業（５・６年）
　　　　　　係児童打合せ（５・６年）
　　　　　　ＡＬＴ来校　　　　　　　　　　　　　　　　　
　８日（木）諸費集金日、音楽集会　　　　　　
　９日（金）全校合唱、ＳＳＷ来校　
１１日（日）秋の廃品回収
　　　　　（石浜・塩越・小国・山本
　　　　　　大平・外黒山・南沢）
１２日（月）スポーツの日
１３日（火）ＡＬＴ来校、音楽集会
　　　　　　ＳＣ来校 ～( 9: 30 12: 30)                  
１４日（水）５時間授業（１～４年）
　　　　　　６時間授業（５・６年）　　　　　　
　　　　　　係児童打合せ（５・６年）
　　　　　　ＡＬＴ来校
１５日（木）学習発表会予行
　　　　　　全校５時間授業
１６日（金）全校合唱　　　　　　
１７日（土）学習発表会
１８日（日）秋の廃品回収
　　　　　（上町・中町・下町・中師
　　　　　　ひばり・桜町・小学校）
１９日（月）振替休業日
２０日（火）ＡＬＴ来校
　　　　　　教育相談週間（～３０日）
２１日（水）ＡＬＴ来校
　　　　　　委員会活動⑧ 
２２日（木）４年居住地交流
２４日（土）外ヶ浜町民文化祭 
２５日（日）外ヶ浜町民文化祭 
２６日（月）全校４時間授業（給食あり）

２７日（火）ＳＣ来校 ～( 13: 30 16: 30)
　　　　　　ＡＬＴ来校
２８日（水）ＡＬＴ来校、クラブ活動⑦　　　

蟹小だより
１０月号

　　　　廃品回収について

（地域の皆様、保護者へ皆様へのお願い）
　本校では春・夏・秋の年３回、地域の皆様、保護者の皆様のご協力
の下、廃品回収を行っております。皆様のご協力、誠にありがとうご
ざいます。また、10月１１日、１８日には、秋の廃品回収を予定して
おります。春や夏の廃品回収と同様に地域の皆様及び保護者の皆様に
は、お手数をおかけすることとなりますが、何卒、ご理解とご協力の
程、よろしくお願いいたします。
　廃品回収で得た収益金は、文集「かにっこ」の発行代金の一部に使
わせていただいております。
　少子化による児童減少に加え、昨今の物価高により、昨年度同様、
今年度も一冊７００円程度の臨時徴収金をいただかざるを得ない状況
です。
　今後も児童減少、物価の高騰が予想されることから、学校では、保
護者の皆様へのご負担を少しでも減らせるよう、廃品（古紙、段ボー
ル）をこれまでの廃品回収日の他にも随時回収しております。ご家庭
の判断で、登校時児童に持たせていただいてもかまいません。
　つきましては、地域の皆様や保護者の皆様で、不要になった古紙、
段ボールがございましたら、お手数をお掛けすることとなりますが、
学校の職員玄関前（写真参考）に持ってきていただきたいと思います。
（土日等学校が閉まっていても職員玄関前に置いていただければ、後
日回収いたします。）ある程度の量がたまった時点で業者の方に引き
取っていただく予定となっております。
　急なお願いで恐縮ではありますが、皆様のご理解ご協力をお願いい
たします。

ご協力
お願いいたします



松前街道ウォーク（全校遠足）

　９月２５日（金）に松前街道ウォークを実施しました。昔の人も通った松前街道を歩くことを通して、郷土を愛する心を育てる
ことをねらいの１つとしています。松前街道の歴史や美しい自然に親しんだ後は、旧平舘小学校の体育館でお弁当を食べたり、校
庭で元気に遊んだり、全校で松前街道クイズなどのゲームをしたりしました。子どもたちは、笑顔いっぱいでした。

　９月２４日（木）に５年生が、春に植えた稲の収穫
へ行きました。小国ふるさと体験館館長の工藤さんか
らお話をうかがい、稲が収穫できるまでにたくさんの
努力と苦労があったことや収穫後のことなどについて、
たくさんのことを学びました。

教育実習終了對馬暖先生お別れ会

　８月２４日（月）から本校に来校し、およそ４週間教
育実習を行っていた對馬先生が、９月１８日（金）を
もって、実習を終えました。主に６年生に入り授業実習
を行いました。笑顔の絶えない暖先生から、６年生以外
の児童もたくさん笑顔のシャワーを浴びていました。卒
業生の先輩がふるさとで教鞭をとるのを心待ちにしてお
ります。

５年稲刈り体験学習

　９月２４日（木）に、読み聞かせボランティア「ぽっか
ぽかの会」の髙井さんによる読み聞かせがありました。子
どもたちは、真剣な眼差しで聞き入っていました。ぽっか
ぽかの会の髙井さん、ありがとうございました。

読み聞かせ

　　９月９日（水）から１１日（金）の２泊３日で、６年生は、修学旅行に行ってきました。天候にも恵まれ、予定通りのスケジュール
を無事終えて、元気に帰ってきました。自分たちで計画を立てた自主研修では、グループの仲間と協力しながら、異国情緒あふれる函館
の街を散策しました。北海道だからこそ味わえる体験をし、青森県とは異なる文化等にふれることができました。出発前の準備等、ご家
庭のご協力ありがとうございました。


